
～AEDの定期点検を行いました～

臨床工学科

 AEDは日本語で自動体外式除細動器と呼ばれる医療機器です。
心臓を動かす電気信号に異常が起きて心停止状態になったとき、電気ショックを与えて心
臓の動きを元に戻すことができます。電気ショックが必要な状態かどうかを器械が自動で
判断するため、医療資格を持っていなくても救命活動を行えます。
心停止状態で全身に血液を送れなくなると経時的に後遺症のリスクや死亡リスクが上がっ
ていきます。そのため一刻も早いAEDの使用や心臓マッサージが必要です。

菊川市立総合病院では院内６か所にAEDを設置しています

１階：放射線科前、リハビリ室、１西病棟
２階：検診センター
３階：３西病棟
４階：エレベーターホール

AEDの定期点検を行いました

 AEDは、薬事法（昭和35年法律第145号）に規定する高度管理医療機器 及び特定保守管理医
療機器に指定されており、適切な管理が行われなければ、人の生命及び健康に重大な影響を
与えるおそれがある医療機器です。 院内のAEDはすべて臨床工学技士によって定期点検等の
管理を行っています。

１.外観確認及びAED本体のインジケータのランプの色や表示により、使用可能な状態か確認する。
２.システムチェックの実施。
３.電極パッドやバッテリーなど消耗部品の交換。
４.表示ラベルに電極パッド及びバッテリの交換時期等 を記載し、記載内容を外部から容易に確
認できるように収納ケースに取り付ける。

Automated External Defibrillatorとは？
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